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国立国会図書館関西館

アジア情報課 西願博之

平成25年度アジア情報研修
日本語及び英語で調べる

東南アジア情報

【演習解説編】



シンガポールのリー・シェンロン首相は、2005年
4月18日に、それまで国内で是非をめぐる議論が
続いていたカジノ解禁について、これを容認する
方針を発表したらしい。その内容を見たい。

＜ヒント＞
・「リー・シェンロン」のローマ字綴りは、“Lee Hsien
Loong”です。

・「カジノ」の英語綴りは、“casino”です。
・シンガポールの政府ポータルサイト
（講義編スライ ド41）を利用して、調べて下さい。

問題1
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＜解答＞

国立国会図書館「リサーチ・ナビ」のAsiaLinksから、
シンガポールの政府ポータルサイトを開きます。
（スライド7-12）
⇒トップページ右上の検索窓に、“Lee Hsien Loong

casino 18 April 2005”などと入力し、
右隣の“Search”ボタンを押します。（スライド13）

⇒検索結果が、関連度の高いものから順に
表示されます。（スライド14）
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＜解答（続き）＞

⇒最上位にヒットした“Ministerial Speeches and 
Comments for Integrated Resorts” 
http://www.mti.gov.sg/MTIInsights/Pages/Ministerial-
Speeches-and-Comments-for-Integrated-Resorts.aspx
を、試しにクリックしてみます。

⇒通商産業省ウェブサイト内“Ministerial Speeches 
and Comments for Integrated Resorts”のページ
が現れます。（スライド15）

⇒画面下部の“PM Lee Hsien Loong at Parliament 
Sitting, 18 April 2005”にあるリンクhttp://www.mti.
gov.sg/MTIInsights/Documents/Ministerial%20Statemen
t%20-%20PM%2018apr05.pdfをクリックします。
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＜解答（続き）＞

⇒表示された文書の冒頭から、長年の政府方針で
あったカジノ禁止を改め、新たに、カジノを設置した
統合型リゾートの建設を進める方針が採択された
ことが分かります。（スライド16）

⇒文書の末尾には、閣議における決定過程について
の記述もあります。（スライド17）

なお、政府ポータルサイトの検索結果（スライド14）
から、“statement by prime minister lee hsien loong
on integrated”に着目し、これをクリックすると、
直ちに上記文書へ辿り着けます。
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＜参考＞

政府ポータルサイトの検索結果（スライド14）から、
“Casino Control Act | Infopedia”をクリックすると、
遷移後の画面下部“References”に
“Lee, H. L. (2005, April 18). Statement by Prime 
Minister Lee Hsien Loong on Integrated Resort 
on Monday, 18 Apr 2005 at Parliament House, 
Proposal to develop Integrated Resorts.”が
見つかりますが、リンク先のURLが古いため、
当該文書が正しく表示されません。

シンガポールに2つあるカジノのうち1つが、有名な
「マリーナ・ベイ・サンズ」ホテル（スライド13左下、3棟が
並列した施設）内にあります。
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ここをクリックし、遷移後の画面で
「リサーチ・ナビ」をクリック

または、ここをクリック
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クリック
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クリック
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クリック
10



クリック
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クリック
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“Lee Hsien Loong casino 
18 April 2005”などと入力し、

右隣の“Search”ボタンをクリック
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関連度が最も高い
このページを、試しにクリック

ページ名を頼りに、これをクリックすると、
直ちに、リー首相の発表内容へ辿り着ける

※詳細検索画面へ

※検索方法の説明へ

シンガポール国立図書館が作成した
シンガポール事典“Infopedia”の記事
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クリック

通商産業省
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＜ヒント＞
・インドネシア中央統計庁ウェブサイト（講義編
スライ ド46）を開き、総合統計年鑑を調べて下さい。

・ジャカルタのデータは、ジャカルタ首都特別州
（DKI Jakarta）の項を見て下さい。
・「人口密度」は、英語で“population density”と
言います。

問題2
ジャカルタの人口密度は、とても高いらしい。
そこで、統計データを確め、インドネシアの
全国平均値と比較したい。
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＜解答＞

AsiaLinksから、インドネシア中央統計庁ウェブサイト
を開き、英語版ページを表示させます。
（スライド25-27）
⇒トップページ右側に、“Statistical Yearbook 2013”
が見つかるので、これをクリックします。(スライド28)

⇒遷移後の画面で、“Read content of publications”
をクリックします。（スライド29）

⇒“Statistical Yearbook 2013”の表紙が現れます。
（スライド30）

⇒数ページ進んで、英文併記の目次を参照します。
p.viiから、第3章が“Population and Employment”
であることが分かります。（スライド31） 19



＜解答（続き）＞

⇒更に数ページ進むと、 p.x以降に、第3章の内容が
詳しく掲載されており、 「3.1.2」が“Percentage 
Distribution of Population and Population 
Density by Province, 2000 and 2010”であること
が分かります。（スライド32）

⇒p.xから1ページずつ進んでいくこともできますが、
画面左下にある目次（Table Of Contents）の
アイコンをクリックし、次に“Bab 3”（第3章）を
クリックすると、第3章の冒頭のページが現れます。
（スライド32-34）

⇒数ページ進むと、p.79に辿り着きます。(スライド35)
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＜参考＞
実は、中央統計庁ウェブサイト内にある
2010年人口センサスのページhttp://sp2010.bps.go.id/
から、人口密度を確認することもできます。

⇒トップページで、全国平均値を確認できます。

⇒トップページ左下の“Region”をクリックし、遷移後の
画面で“[31] DKI Jakarta Province”をクリックすると、
ジャカルタ首都特別州の人口密度を確認できます。

＜解答（続き）＞

⇒統計表「3.1.2」の右半分に“Population Density 
per sq.km”のデータが掲載されており、
2010年時点のDKI Jakartaの値が14469、
これに対し、インドネシアの全国平均値が124
であることが分かります。（スライド35-36）
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＜参考（続き）＞

ただし、中央統計庁の英語版トップページから、
2010年人口センサスのページへ辿り着くには、一旦
サイトマップを開き、“Others Information”のフォルダ内に
“2010 Population Census”を見つけるほかありません。
なお、中央統計庁のインドネシア語版トップページには、
“Hasil Sensus Penduduk 2010”（2010年人口センサス
結果）というリンクが用意されています。

また、中央統計庁の英語版トップページで、各州支部
へのリンク集から“DKI Jakarta”をクリックした場合、
遷移後の画面は、インドネシア語表記のみとなります。

⇒何らかの統計情報に英語が併記されることを期待して、
画面右上の検索窓に“population density”と入力して
検索します。
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＜参考（続き）＞

⇒最上位にヒットした“Page 148 - Jakarta Dalam Angka
/Jakarta In Figures 2013”をクリックすると、
“Regional Area, Population and Population Density 
by Regency/ Municipality, 2012”という統計表が
現れます。

⇒ここで、画面上部の“View Full Version”をクリックした
後、先頭のページへ移動すると、この統計表が、
“Jakarta in Figures 2013”という出版物に収録されて
いることを確認できます。

⇒画面下部の出典を参照し、2010年人口センサスに
おける推計人口ベースで、2012年時点の人口密度が
15086人/km²であることが分かります。
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＜参考（続き）＞

インドネシアの統計情報に関する概説記事として、
高橋宗生「新興地域の統計事情（第5回）インドネシア」
『情報管理』 2013, 56(1), p.43-48.https://www.jstage.
jst.go.jp/article/johokanri/56/1/56_43/_pdfがあります。

東京23区の人口密度（2010年10月1日現在）は、
14383人です。（出典：「東京都の統計」内http://www.
toukei.metro.tokyo.jp/jsuikei/2010/js10aa0000.xls）
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クリック

または、ここをクリック
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クリック

または、ここをクリック
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※2010年人口センサスのページ
（インドネシア語・英語）

クリックし、英語版ページに
切り替える

27



※基本的な人口統計
データのみ収録

クリック

※中央統計庁
各州支部へのリンク集
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クリック
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クリック
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目次のアイコン
をクリック
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クリック
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クリック

34



35
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